
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
お
知
ら
せ
・
募
集
・
催
し
・
講
座
・
ス
ポ
ー
ツ
）

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
お
知
ら
せ
・
募
集
・
催
し
・
講
座
・
ス
ポ
ー
ツ
）

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

　
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た

６
月
１
日
を「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

と
定
め
、
全
国
的
な
啓
発
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。そ
の
一
環
と
し
て
、

市
で
は
特
設
の
相
談
所
を
設
け
、
人

権
に
関
す
る
様
々
な
相
談
に
人
権
擁

護
委
員
が
応
じ
ま
す
。

特
設
相
談
所　

大
平
隣
保
館
（
大
平
町
新
）

６
月
３
日
（
月
）
10
時
〜
12
時

人
権
擁
護
委
員

佐さ
や
ま山

和か
ず
え江
氏
／
関せ

き
ぐ
ち口
茂も

い
ち
ろ
う

一
郎
氏

渡わ
た
ぬ
ま沼

康み
ち
こ子

氏
／
黒く

ろ
か
わ川

弘ひ
ろ
て
る照

氏

臼う
す
い井

春は
る
え江
氏
／
奈な

ら

ぶ
良
部
俊し

ゅ
ん
じ次
氏

岸き
し

千ち

か

こ
賀
子
氏
／
船ふ

な
だ田

圭け
い
こ子

氏

石い
し
づ
か塚

和か
ず
こ子
氏
／
戸と

だ田

眞ま
こ
と

　

氏

直な
お
い井

泰や
す
こ子

氏
／
高た

か
ぎ
わ際

は
ま
子こ

氏

藤ふ
じ
の野
喜き

よ

こ
代
子
氏
／
矢や

ぐ
ち口

稔み
の
る
　

氏

荒あ
ら
き木

由よ
し
か
ず和

氏
／
加か

も茂

律り
つ
こ子

氏

大お
お
あ
く

阿
久
功の

り
こ子

氏
／
臼う

す
い井

恭き
ょ
う
こ子

氏

中な
か
だ田

美み

ち

こ
千
子
氏
／
大お

お
た
け竹

教き
ょ
う
こ子

氏

渡わ
た
な
べ辺

憲の
り
こ子
氏

　

人
権
擁
護
委
員
は
、法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
、人
権
相
談
、人
権
侵

害
に
よ
る
被
害
者
の
救
済
や
、人
権

に
つ
い
て
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
常
設
で
の
電
話
相
談
も
受
付

け
て
い
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
相
談

く
だ
さ
い
。

専
用
相
談
電
話

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

    

☎
０
５
７
０-

０
０
３-

１
１
０

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

    

☎
０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

    

☎
０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

外
国
語
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

    

☎
０
５
７
０-

０
９
０-

９
１
１

問
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（21）
２
１
６
１

６
月
１
日
〜
７
日
は
水
道
週
間　

水
道
水
の
安
全
性

蛇
口
か
ら
出
る

水
道
水
は
、毎
日
消
毒
効
果
を
確
認

す
る
な
ど
衛
生
的
に
管
理
し
て
い
ま

す
。ま
た
、法
令
に
基
づ
く
水
質
基
準

検
査
や
放
射
性
物
質
の
検
査
を
定
期

的
に
行
い
、安
全
性
を
確
認
し
て
い

ま
す
。給
水
地
域
の
方
は
、水
道
水
を

安
心
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

水
道
工
事
の
依
頼　
各
家
庭
の
給
水

装
置
は
、
使
用
者
に
管
理
責
任
が
あ

り
ま
す
。
工
事
等
を
行
う
場
合
は
、

安
全
面
等
を
考
慮
し
必
ず
市
の
指
定

工
事
事
業
者
に
依
頼
し
、工
事
費
用・

工
法
等
を
確
認
し
て
契
約
し
て
く
だ

さ
い
。　

漏
水
事
故
に
つ
い
て
の
お
願
い　
道

路
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
水
道
管
か
ら

水
道
水
が
漏
れ
て
い
る
箇
所
を
見
か

け
ま
し
た
ら
、
水
道
建
設
課
（
☎

（25）

２
１
１
６
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
上
下
水
道
総
務
課
☎

（25）
２
１
０
０

６
月
23
日
〜
29
日
は

              　

男
女
共
同
参
画
週
間

だ
れ
も
が
ど
れ
も
選
べ
る
社
会
に

　
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
私
た
ち
の
ま
わ
り
の

男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い

て
、
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

男
女
共
同
参
画
の
推
進
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
事
業
者
を
ご
紹
介

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
株
式
会
社
（
樋

ノ
口
町
）

取
組
内
容　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
、

男
性
の
育
児
参
加
の
促
進

問
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

☎
（21）
２
１
６
２

６
月
２
日
〜
８
日
は　

　
　
　
　
　

   

危
険
物
安
全
週
間

次
世
代
へ　

つ
な
ご
う
無
事
故
と　

青
い
地ほ

し球

石
油
類
を
は
じ
め
と
す
る
危
険
物

は
、
事
業
所
等
に
お
い
て
幅
広
く
利

用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
生
活
に
深
く

浸
透
し
、
そ
の
安
全
確
保
の
重
要
性

は
ま
す
ま
す
増
大
し
て
い
ま
す
。
期

間
中
は
、
事
業
所
に
お
け
る
自
主
保

安
体
制
の
確
立
を
呼
び
か
け
る
と
と

も
に
、
広
く
危
険
物
に
対
す
る
意
識

の
高
揚
と
啓
発
を
図
り
ま
す
。

問
消
防
本
部
予
防
課
☎

（22）
０
０
７
２　
　
　
　
　
　
　

ご
家
庭
の
廃
食
用
油
の
回
収

ご
み
の
資
源
化
の
た
め
、
廃
食
用

油
の
拠
点
回
収
を
し
て
い
ま
す
。
油

カ
ス
な
ど
を
取
り
除
い
て
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
に
入
れ
、
ふ
た
を
確
実
に
閉
め

て
回
収
場
所
に
あ
る
ボ
ッ
ク
ス
に
容

器
ご
と
入
れ
て
く
だ
さ
い
。（
未
開

封
の
物
は
そ
の
ま
ま
の
容
器
で
出
し

て
く
だ
さ
い
。）

対
象　
ご
家
庭
で
使
用
さ
れ
た
植
物

性
食
用
油
（
事
業
で
発
生
し
た
も
の

は
不
可
）

回
収
で
き
る
油　
サ
ラ
ダ
油
、
菜
種

油
、
ベ
ニ
バ
ナ
油
、
コ
ー
ン
油
、
ご

ま
油
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
な
ど
の
植

物
性
油

回
収
で
き
な
い
油　

ラ
ー
ド
、
バ

タ
ー
な
ど
の
動
物
性
油
と
機
械
油
、

灯
油
、
軽
油
、
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
な

ど
の
鉱
物
油

注
意
点　
油
か
す
や
油
凝
固
剤
で
固

め
た
油
は
「
も
や
す
ご
み
」
の
日
に

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。

回
収
場
所　
市
役
所
本
庁
舎
、
各
総

合
支
所
、と
ち
ぎ
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
、

道
の
駅
み
か
も
、
道
の
駅
に
し
か
た

※
本
庁
舎
は
警
備
員
室
、
各
総
合
支

所
は
地
域
づ
く
り
推
進
課
窓
口
に
直

接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
ク
リ
ー
ン
推
進
課
☎

（31）
２
４
４
７

遺
跡
の
範
囲
内
で
の
工
事
に
は

　
　
　
　
　
　

届
出
が
必
要
で
す

　
遺
跡
（
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
）
の

範
囲
内
で
工
事
を
行
う
と
き
は
、
文

化
財
保
護
法
の
規
定
に
基
づ
く
工
事

の
届
出
が
必
要
で
す
。
個
人
・
法
人

に
関
わ
ら
ず
、
造
成
・
建
築
・
解
体
、

樹
木
等
の
抜
根
、
水
道
を
引
き
込
む

等
、
土
木
工
事
を
行
う
際
は
事
前
に

問
合
先
窓
口
（
市
役
所
４
階
）
で
埋

蔵
文
化
財
包
蔵
地
の
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。
調
べ
た
い
場
所
が
わ
か
る

地
図
と
所
在
地
の
住
所
を
ご
準
備
く

だ
さ
い
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
メ
ー
ル
で
も
対

応
し
て
い
ま
す
。  

問
文
化
課　
　
　
　

☎
（21）
２
４
９
７

　
　
　
　
　
　
　
　

FAX
（21）
２
６
９
０

指
定
文
化
財
等
に
お
け
る

　
　
　
　
　

諸
手
続
き
に
つ
い
て

　
国
・
県
・
市
指
定
文
化
財
お
よ
び

登
録
有
形
文
化
財
に
つ
い
て
、
修
理

な
ど
に
よ
る
現
状
変
更
や
所
有
者
の

変
更
等
を
行
う
際
は
、
諸
手
続
き
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
問
合
先
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
文
化
課           

☎
（21）
２
４
９
７

             　
　

  

FAX
（21）
２
６
９
０

栃木市の産業支援メニュー栃木市の産業支援メニュー
各産業分野の主な支援メニューの概要をご紹介します。各メニューの詳細、関連する補助制度については、市ホー
ムページもしくは各担当課までお問い合わせください。
問 ①～④：商工振興課　☎（21）2371　⑤：農業振興課　☎（21）2381　⑥：産業基盤整備課　☎（21）2376

①市制度融資
　中小企業者・小規模企業者の資金繰り円滑化のために、金融
機関および保証協会の協力を得て融資を行います。（※信用保
証料は市が全額補助）
【融資メニュー／限度額／利率】
　①中小企業設備合理化資金／２，０００万円／1.6 ～ 2.1％
　②中小企業経営安定資金／２，０００万円／1.4 ～ 1.8％
　③小規模企業者資金／１，２５０万円／1.4 ～ 1.6％
　④中小企業緊急景気対策特別資金／１，０００万円／1.0 ～
　　1.3％
　⑤中小企業創業資金／５００万円／1.6％（一部優遇有）
【補助対象者】
　①②③④：市内で１年以上同一事業を営んでいる中小企業者
　　および小規模企業者
　⑤：市内において創業を予定している方、創業後１年未満の
　　25歳以上の中小企業者または事業転換・新分野進出等を
　　図る中小企業者

融資制度を利用したい　

④産業財産権取得補助事業
　中小企業が産業財産権（特許権、実用新案権、意匠権、商標権）
を取得する際に必要な経費の一部を補助します。
【補助対象者】
　市内中小企業者
【補助対象経費】
　出願料、出願審査請求料、出願に関する弁理士への手数料
【補助金額】
　対象経費の1/2の額。ただし、特許権は５０万円、実用新案
　権、意匠権および商標権は１０万円を限度。

産業財産権を取得したい　

⑤新規就農サポート事業
新規就農者に対し、農業経営経費の一部を補助します。
【補助対象者】
　・市内在住者で、引き続き３年以上居住する方
　・市内で新規就農し、年間１５０日以上農業に従事し、農業
　　収入が主たる収入である方
　・新規就農時の年齢が50歳未満である方
　・申請日が新規就農日から３年以内である方　等
【補助対象経費】
　資材費、種苗費その他農業生産に係る経費や経営管理の合理
　化または高度化のために導入する機器に係る経費　等
【補助金額】
　対象経費の1/2以内の額（上限60万円）

新規就農したい

⑥立地奨励金
　立地操業後に、立地のために取得した土地・家屋・償却資産
にかかる固定資産税および都市計画税相当額を奨励金として交
付します。
【補助対象者】物品の製造、加工、修理、販売を行う施設、物流、
情報サービス、研究開発を行う施設
【対象地域】①市内の産業団地、工業団地②用途地域③それ以
外の地域（①②の交付期間は５年、③の交付期間は２年）
【補助金額】上記交付期間内において、上限３億円
※その他、交付要件があります。

企業立地に関する補助を受けたい

②中小企業介護相談員派遣事業
　「仕事と介護の両立」支援のため、中小企業を対象に介護に
関する相談員（社会福祉士、介護福祉士、ケアマネージャー等）
を無料で派遣し、個別相談会または研修会を開催します。
【対象者】
　市内に事務所または事業所がある中小企業者
　※介護相談員の派遣期間は、月１回、初回派遣日から１年間
　　を限度。

従業員の福祉を増進したい

③空き店舗活用促進事業
　新規開業者や中小企業者等が、補助対象区域内の空き店舗で
開業する際にかかる費用の一部を補助します。
【補助対象者】
　補助対象区域の空き店舗を利用し、小売業、飲食業、サービ
　ス業等を開業する方
【補助対象経費・補助金額】
　店舗改装費の1/2（上限１５０万円）

市内で創業したい・出店したい

広報とちぎ 2024.617 16


